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(57)【要約】
【課題】梱包品５０の周囲部５１および表面側が梱包材
１０と全く接触しない状態で梱包することができ、さら
に、搬送時や物流時での振動等によっても梱包品５０が
移動するのを押さえこむことのできる梱包体を得る。
【解決手段】梱包体において、梱包品５０はその周囲部
５１および表面側が下位と上位の支持部材１０、１０の
いずれにも接触してないとともに、下位と上位の支持部
材１０、１０の間には梱包品５０を覆うようにして樹脂
シート６０が配置されている。該樹脂シート６０は当該
下位と下位の支持部材１０とによって、自由には移動が
できない状態で挟持されている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持部材が多段に配置されており、下位の支持部材と上位の支持部材との間に裏面側が
下位の支持部材に支持された姿勢で梱包品が収納されている梱包体であって、
　前記梱包品はその周囲部および表面側は下位の支持部材と上位の支持部材のいずれにも
接触してないとともに、下位の支持部材と上位の支持部材との間には前記下位の支持部材
によって支持されている梱包品を覆う樹脂シートが配置されており、該樹脂シートは当該
下位の支持部材と上位の支持部材によって自由には移動ができない状態で挟持されている
ことを特徴とする梱包体。
【請求項２】
　前記支持部材の上面には前記樹脂シートを係止するための係止用突起が形成されており
、前記樹脂シートには前記係止用突起に係合する穴が形成されており、前記穴を前記係止
用突起に係合させた状態で、樹脂シートは下位の支持部材と上位の支持部材によって挟持
されていることを特徴とする請求項１に記載の梱包体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、梱包体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車には、形状の異なる多数の部品が使用されており、それらの部品は、部品の製造
工場から自動車の組み立て工場へ、梱包材によって梱包された梱包体として搬送される。
部品の中には、自動車のフロントグリルのように、大型かつ全体として平板状ではあるが
３次元的に湾曲した形状のものがあり、通常、そのような部品は自立性に乏しく、また変
形しやすいことから、慎重な梱包が求められている。さらに、高い意匠性が求められるよ
うになってきており、搬送中に、梱包材との接触によって梱包品である部品の周囲部や表
面側に傷が付くのを、極力回避できるようにした梱包材および梱包体が求められている。
【０００３】
　特許文献１には、周囲部にゴム部材を有する梱包品のための梱包材とそれを用いた梱包
体について記載されており、そこでは、下位の支持部材と上位の支持部材との間に裏面側
が下位の支持部材に支持された姿勢で梱包品を収容するとともに、下位の支持部材に、梱
包品の周囲部に取り付けたゴム部材が接しない幅と深さを有する凹溝を形成することで、
梱包品の周囲部が梱包材である下位の支持部材に接触しないようにしている。しかし、梱
包品を多段に段積みした状態では、下位の支持部材で支持された梱包品の表面側の周囲部
が、上位の支持部材の裏面と一部接するようになっており、それにより梱包品の安定性を
確保している。
【０００４】
　特許文献２には、梱包品の裏面側を梱包材で支持することで、梱包品の表面側に梱包材
が接触するのを回避できるようにした梱包材および梱包体が記載されている。しかし、そ
こでも、搬送中での梱包品の安定性を確保するために、当該梱包品の一部である比較的傷
の付き難いガラス板の部分を、緩衝材を介して上から押さえ付けるようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－１０５３７３号公報
【特許文献２】特開２０１２－６２０９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　自動車部品の外観意匠の高級化に対する要望は大きくなってきており、搬送や物流の過
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程で、梱包品である部品の周囲部や表面側に梱包材に起因して不用意に傷が付かないよう
にすることが強く求められる。従来の自動車部品の梱包体では、搬送時や物流時での梱包
品の安定性を確保するために、わずかとはいえ、周囲部や表面側の一部が梱包材と接する
ようになっており、場合によっては、梱包材との衝接や摩擦によって部品に傷が付くのを
、１００％回避することはできない。
【０００７】
　本発明は、上記の事情に鑑みてなされたものであり、梱包品である部品の周囲部および
表面側が梱包材と全く接触しない状態で梱包することができながら、搬送時や物流時での
振動等によって部品が移動するのを押さえこむことができ、それにより、部品が梱包材に
接触することなく、所要の搬送や物流を終えることができるようにした梱包体を提供する
ことを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による梱包体は、支持部材が多段に配置されており、下位の支持部材と上位の支
持部材との間に裏面側が下位の支持部材に支持された姿勢で梱包品が収納されている梱包
体であって、前記梱包品はその周囲部および表面側は下位の支持部材と上位の支持部材の
いずれにも接触してないとともに、下位の支持部材と上位の支持部材との間には前記下位
の支持部材によって支持されている梱包品を覆う樹脂シートが配置されており、該樹脂シ
ートは当該下位の支持部材と上位の支持部材によって自由には移動ができない状態で挟持
されていることを特徴とする。
【０００９】
　本発明による梱包体の一態様では、前記支持部材の上面には前記樹脂シートを係止する
ための係止用突起が形成されており、前記樹脂シートには前記係止用突起に係合する穴が
形成されており、前記穴を前記係止用突起に係合させた状態で、樹脂シートは下位の支持
部材と上位の支持部材によって挟持されていることを特徴とする。
【００１０】
　本発明において、前記支持部材は、所要の緩衝性と機械的強度を備えることを条件に任
意の材料で作ることができる。発泡樹脂でもよく、非発泡樹脂でもよい。好ましくは、成
形性および軽量性の観点から発泡樹脂成形品であり、より好ましくは型内発泡成形品であ
る。さらに好ましくは熱可塑性樹脂の発泡成形品である。熱可塑性樹脂には、ポリスチレ
ン系樹脂、ポリオレフィン系樹脂（例えば、ポリプロピレン系樹脂、ポリエチレン系樹脂
等）、ポリエステル系樹脂（例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフ
タレート、ポリエチレンナフタレート等）、ポリカーボネート系樹脂、ポリ乳酸系樹脂な
どが挙げられる。なかでも、ポリスチレンとポリエチレンとを含む複合樹脂を用いること
が好ましい。発泡体の倍率は、包装しようとする部品の重量や形状等を勘案して適宜設定
すればよいが、緩衝性がよく、座屈しない強度を持ち、軽量で経済的である点から、３０
～５０倍（０．０３３ｇ／Ｌ～０．０２０ｇ／Ｌ）程度である。発泡成形に限らず真空成
型、射出成形によって作ることもできる。
【００１１】
　本発明において、前記樹脂シートの材料は、梱包体品との間の摩擦抵抗が前記支持部材
の材料よりも小さい樹脂材料であれば、適宜の樹脂材利用を用いることができる。例とし
て、ポリオレフィン系樹脂のような樹脂材料を挙げることができる。より好ましくは、ポ
リエチレン系樹脂のような材料である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明による梱包体では、下位の支持部材と上位の支持部材との間に収納されている梱
包品は、その裏面側の一部が支持部材に接触しているだけで、当該梱包品の周囲部および
表面側は、いずれの支持部材にも接していない。そのために、梱包品の周囲部および表面
側が支持部材に起因して傷が付くのを回避できる。そして、梱包品は、その表面側が樹脂
シートによって押さえ付けられることで移動ができない状態となっており、梱包体を搬送
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するとき等に振動が加わっても、梱包品が上下方向あるいは水平方向に移動するのは抑制
される。その抑制力によって、搬送時等に、梱包品の周囲部および表面側が支持部材に接
触するのを回避できる。結果として、高い表面意匠性を維持した状態で、梱包品を所要箇
所に物流することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明による梱包体を構成する支持部材の一例を示す斜視図。
【図２】支持部材に梱包品を配置した状態を示す上から見た斜視図。
【図３】支持部材に配置した梱包品の上に樹脂シートを配置した状態を示す平面図。
【図４】支持部材に配置した梱包品の上に樹脂シートを配置した状態を示す上から見た斜
視図。
【図５】梱包品を多段に段積みした状態を示す側面図。
【図６】支持部材に配置された梱包品とその上に配置された樹脂シートの位置関係を説明
するための図３でのａ－ａ線に沿う断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の一実施の形態を説明する。
【００１５】
　図１は、本発明による梱包体で用いられる支持部材の一例を示している。図示の例にお
いて、支持部材１０は、右支持部材１０Ａと左支持部材１０Ｂとからなる。支持部材１０
によって支持しようとする梱包品５０は、この例では、上方に向けて湾曲した左右対称の
形状であり、したがって、梱包品５０の右端側を支持する右支持部材１０Ａと左端側を支
持する左支持部材１０Ｂとは、鏡面対称の形状をなしている。以下では、右支持部材１０
Ａについて説明し、左支持部材１０Ｂについては同じ符号を付すことで、説明は省略する
。もちろん、梱包品５０が左右対称形でない場合には、それに応じて異なった形状の右支
持部材１０Ａと左支持部材１０Ｂが用いられる。
【００１６】
　右支持部材１０Ａは、この例では、３個の同じ形状の梱包品５０を同時に収納できる形
状となっており、同じ形状である３個の裏面側受け部１１が形成されている。図６に示す
ように、裏面側受け部１１の表面側の形状は、梱包品５０の裏面側の形状に沿った形状で
あり、梱包品５０の右端側が前記裏面側受け部１１の上に乗った状態で、梱包品５０の移
動が規制される形状とされている。裏面側受け部１１の周囲には垂直壁１２が立設してお
り、該垂直壁１２は、梱包品５０が前記裏面側受け部１１の上に乗った状態で、当該梱包
品５０の周囲部５１から数ｍｍ程度だけ離れた位置に形成されている。したがって、梱包
品５０が裏面側受け部１１の上に乗った状態で、当該梱包品５０の右端側の周囲部５１は
、右支持部材１０Ａと接することはない。
【００１７】
　右支持部材１０Ａの下面１３と上面１４は互いに平行な平坦面であり、図６に示すよう
に、その上面１４は、梱包品５０の左右の端部側が、右支持部材１０Ａおよび左支持部材
１０Ｂにおける前記裏面側受け部１１の上に乗った状態で、当該梱包品５０の最も高くな
る部位５２よりも、下位となる高さに位置している。前記上面１４における前記裏面側受
け部１１よりも外側の部位には、長手方向に沿って適数個（図では３個）のコ字状突起１
５が形成されており、下面１３の前記コ字状突起１５に対応する箇所には、下位に位置す
ることとなる右支持部材１０Ａに形成された該コ字状突起１５が嵌入できるコ字状凹溝１
６が形成されている。
【００１８】
　上面１４における隣接する前記裏面側受け部１１、１１の間には、係止用突起１７が形
成されており、図には現れないが、下面１３の前記係止用突起１７に対応する箇所には、
下位に位置することとなる右支持部材１０Ａに形成された該係止用突起１７が嵌入できる
凹陥部が形成されている。上面１４における長手方向の端部にも、直方体状の突起１８が
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形成されており、下面１３の前記直方体状の突起１８に対応する箇所には、下位に位置す
ることとなる右支持部材１０Ａに形成された該直方体状の突起１８が係合する切欠き部１
９が形成されている。
【００１９】
　さらに、図６に示されるように、前記裏面側受け部１１の厚みは、前記下面１３と上面
１４間の厚みより薄く、かつ裏面側受け部１１に対応する裏面部２０は、裏面側受け部１
１と同じ曲面形状となっている。
【００２０】
　上記の右支持部材１０Ａとそれと鏡面対称の形状である左支持部材１０Ｂとを用いて、
梱包品５０を梱包する手順を説明する。最初に、図示しないパレット上に、そこに立設さ
れた支柱等を位置決め部材として利用して、所定の間隔を置いて右支持部材１０Ａと左支
持部材１０Ｂとをセットする。前記所定の間隔は梱包しようとする梱包品５０の長さによ
って規定される。セットした右支持部材１０Ａに右方端部が、また、左支持部材１０Ｂに
左方端部が支持されるようにして、梱包品５０を配置する。前記のように、その状態で、
梱包品５０の左右端側の周囲部５１、５１が支持部材１０に接することはない。
【００２１】
　次に、図３の平面図に示すように、配置した３つの梱包品５０の上を覆うようにして、
樹脂シート６０を配置する。樹脂シート６０の厚みは、梱包品５０の大きさや重量にもよ
るが、通常、１～１０μｍ程度であれば、十分である。樹脂シート６０の大きさは、支持
部材１０の長手方向である縦方向の長さは、支持部材１０の長手方向幅とほぼ等しい長さ
であり、横幅は、対向して位置する右支持部材１０Ａと左支持部材１０Ｂにおける双方の
上面１４、１４を覆うことのできる幅であることが望ましい。
【００２２】
　さらに、樹脂シート６０を配置したときに、右支持部材１０Ａと左支持部材１０Ｂに形
成した前記係止用突起１７に対向することとなる部位には、係止用突起１７の断面形状に
ほぼ一致した形状の穴６１が形成されていることが好ましい。図３には示されないが、縦
方向の長さをより広いものとし、樹脂シート６０を配置したときに、前記した直方体状の
突起１８に対向することとなる部位にも、直方体状の突起１８の断面形状にほぼ一致した
形状の穴をさらに形成するようにしてもよい。
【００２３】
　上記のようにして右支持部材１０Ａと左支持部材１０Ｂを利用して梱包品５０を所定の
位置に配置し、その上から、樹脂シート６０を配置（敷設）した状態の断面図が、図６に
示される。前記したように、支持部材１０の上面１４の高さは、右支持部材１０Ａと左支
持部材１０Ｂを利用して梱包品５０を所定の位置に配置したときに、当該梱包品５０の最
も高くなる部位５２よりも、下位となる高さとなっている。したがって、図６に示す例に
おいて、梱包品５０の中央部分の表面側は樹脂シート６０と接触した状態となる。
【００２４】
　図６に示した姿勢とした後に、右支持部材１０Ａの上に同じ形状の右支持部材１０Ａを
向きを同じにして、また、左支持部材１０Ｂの上に同じ形状の左支持部材１０Ｂを向きを
同じにして積み重ねる。この姿勢において、梱包品５０が乗っている支持部材１０を下位
の支持部材といい、該下位の支持部材の上に積み重ねられた支持部材１０を上位の支持部
材ということとすると、梱包品５０は、下位の支持部材と上位の支持部材との間において
、その裏面側が下位の支持部材に支持された姿勢で収納されており、当該梱包品５０の周
囲部５１および表面側は、下位の支持部材と上位の支持部材のいずれにも接触してない。
そして、下位の支持部材と上位の支持部材との間には、下位の支持部材によって支持され
ている梱包品５０を覆うようにして樹脂シート６０が配置されており、当該樹脂シート６
０は、下位の支持部材と上位の支持部材における上面１４と下面１３とによって挟持され
ることで、自由には移動ができない状態となっている。特に、図示の例では、樹脂シート
６０は、そこに形成した穴６１を支持部材１０に形成した係止用突起１７に係合させてお
り、樹脂シート６０の移動はさらに制限されている。
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　その状態で、全体をバンドで締め付けて、梱包体としてもよく、図４に示すように、４
段に支持部材１０を段積みして、３段に梱包品５０を収納するようにしてもよく、さらに
、図５に示すように、より多段に段積みするようにしてもよい。
【００２６】
　いずれにおいても、本発明による梱包体においては、下位の支持部材１０と上位の支持
部材１０との間に収納されている梱包品５０は、その裏面側の一部が下位の支持部材１０
に接触しているだけで、梱包品５０の周囲部５１および表面側は、いずれの支持部材にも
接していない。そのために、梱包品５０の周囲部５１および表面側が支持部材１０に起因
して傷が付くのを回避できる。そして、梱包品５０はその表面側が樹脂シート６０によっ
て押さえ付けられているので、移動が制限されており、梱包体を搬送するとき等に振動が
加わっても、梱包品５０が上下方向あるいは水平方向に移動するのを抑制できる。その抑
制力によって、搬送時等に、梱包品５０の周囲部５１および表面側が支持部材１０に接触
するのを回避でき、結果として、高い表面意匠性を維持した状態で、梱包品５０を所要箇
所に物流することが可能となる。
【００２７】
　図示しないが、梱包品５０の湾曲の程度によっては、図５に示すように各段の支持部材
１０に梱包品５０を配置したときに、下位の梱包品の表面側が上位の梱包品の裏面側に接
触することが起こりうる。その場合には、支持部材１０の厚みをより厚いものとするか、
ダミーの支持部材を介装することで、前記接触を回避することができる。
【符号の説明】
【００２８】
１０…支持部材、
１０Ａ…右支持部材、
１０Ｂ…左支持部材、
１１…裏面側受け部、
１２…裏面側受け部の周囲の垂直壁、
１３…支持部材の下面、
１４…支持部材の上面、
１５…コ字状突起、
１６…コ字状凹溝、
１７…係止用突起、
１８…直方体状の突起、
１９…直方体状の突起が係合する切欠き部、
２０…裏面側受け部に対応する裏面部、
５０…梱包品、
５１…梱包品の周縁部、
５２…梱包品の最も高くなる部位、
６０…樹脂シート、
６１…樹脂シートに形成した穴。
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